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表紙写真の説明 
  

題目：線香花火の高速度可視化と温度計測 
     東京大学  井上 智博先生 ご提供 
 

この写真によって，400 年の謎であった線香花火の美の物理が明らかになった．左図は高速度カ

メラによるカラー可視化画像，右図は二色法を用いて解析した同時刻の温度を示す．線香花火の火

花がなぜ破裂するのか?という疑問は江戸時代からの謎である．そこで，線香花火の高速度可視化に

加えて，火花が飛び出してから破裂するまでの温度履歴を初めて計測した．その結果，火花内部の

硫化カリウムが吸熱分解によってガスを発生し，液滴微小爆発によって火花が破裂することがわか

った． 
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 表紙写真の説明

題目：液体噴射初期の発達過程大阪産業大学 坂東幸輔氏，高城敏美先生，服部廣司先生，成宮

喜久男先生 ご提供

右図は単円孔ノズルから雰囲気圧力 0.1MPa の窒素中へ軽油をノズル開弁圧 32 MPa で噴射した場

合の実験写真である．噴射先端から細い液柱が伸びている様子が観察される．このような実験を公

式に発表された例を筆者は知らない．では，どのようにしてそのような液柱が発せられるのだろう

か，数値解析で調べてみた．

左図は同様の条件で数値解析を行った結果である．ノズル入口（内径 0.3 mm）は写真の上流 2 mm
の位置で，液の初期条件として平坦な速度分布を与えた．ノズルを出る頃には先端外周部から液が

伸び，さらに，中心部と外周部に分かれ，中心部へ伸びた液が衝突することによって，下流方向に

細い液柱が伸びるとともに，上流側にも細い液柱が伸びることが解った．また，外周部へと向かう

液が液滴となっている．

計算で予測するには，特に工夫をしていない．ただし，空間刻みが軸方向，半径方向ともに 2μm，

時間刻みが 1.0e-9 sec であり，比較的小さいと考えられる．
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